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本資料͹記載内容

͞͹配付資料Ͷ記載͠ΗͱいΖ業績目標及び契約数目標等ͺいͥΗ΍ɼ当社ήϩーϕ͗
現時点Ͳ入手可能͵情報Ν基Ͷͪ͢予想値ͲあΕɼ͞ΗΔͺ経済環境ɼ競争状況ɼまͪ
新サービη͹成否͵ʹ͹不確実͵要因͹影響Ν受けまͤɽ
従ͮͱɼ 実際͹業績ͺ͞͹配付資料Ͷ記載͠ΗͱいΖ予想ͳͺ大͘く異͵Ζ場合͗あΕ
まͤ͞ͳΝ͟承知͕͘下͠いɽ

… P.  2
… P.  9
… P.22
… P.27
… P.30
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1. 第1四半期͹実績
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’18.̑月期
Q̏ 実績

’19.̑月期
Q̏ 実績 増減率

売 上 高 15,865 15,581 ▲ 1.8 ％

売 上 総 利 益 7,108 7,126 + 0.3 ％

ʤ 売 上 総 利 益 率 ʥ 44.8 % 45.7 % + 0.9 pt

販 管 費 8,869 8,623 ▲ 2.8 ％

営 業 損 益 ▲ 1,760 ▲ 1,497 －

ʤ 営 業 利 益 率 ʥ ▲ 11.1 ％ ▲ 9.6 ％ －

営 業 外 損 益 4 ▲ 11 －

経 常 損 益 ▲ 1,756 ▲ 1,508 －

特 別 損 益 ▲ 177 ▲ 3 －

四 半 期 純 利 益 ▲ 1,461 ▲ 1,106 －

2019年̑月期 第̏四半期：連結損益計算書
ʤ単位：百万円ʥ

̏

≫ 売上高ͺɼ建築コϱサϩτΡϱή事業ͳ住宅事業ɼ美容・健康事業Ͷ͕いͱ減少ͪ͢͞ͳͲɼ前年同期Ν下回ͮͪɽ

≫ 営業利益ͺɼέϨέϧ事業ͳ美容・健康事業Ͷ͕いͱ販売管理費͹適正化Ν図ͮͪ͞ͳͶΓΕɼ前年同期Ν上回ͮͪɽ
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四半期別 売上高／営業利益͹推移

ʤ単位：百万円ʥ

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期
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≫ 住宅͹引͘渡͗͢期末Ͷ偏ΖͪΌɼ例年ɼ第̏四半期͹営業利益ͺϜ΢ψη͹傾向

̏
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ιήϟϱφ別：売上高
ʤ単位：百万円ʥ

≫ έϨέϧ事業ͺɼʰέϨέϧあΞ͢Ξサϛーφʱサービη΃͹加入者数͗順調Ͷ増加͢ɼ前年同期Ν上回ͮͪɽ
≫ Ϫϱνϩ事業ͺɼ全ͱ͹部門Ͷ͕いͱ売上高͗増加ͪ͢͞ͳͶΓΕɼ前年同期Ν上回ͮͪɽ
≫ 建築コϱサϩτΡϱή事業ͺɼ建築部資材販売Ͷ͕けΖ売上高͹減少͗響͘ɼ前年同期Ν下回ͮͪɽ
≫ 住宅事業ͺɼϪΨύΤηͳζΥ΢ΤッχͶ͕いͱɼ職人不足等ͶΓΕ完工引渡数͗伸びͥɼ前年同期Ν下回ͮͪɽ
≫ 美容・健康事業ͺɼ新規顧客数͗順調Ͷ増加ͪ͗͢ɼ既存顧客͹継続率悪化ͳ注文単価減少͗響͘ɼ前年同期Ν下回ͮͪɽ

’18.̑月期
Q̏ 実績

’19.̑月期
Q̏ 実績 増減率

έ Ϩ έ ϧ 事 業 3,182 3,273 + 2.8 ％

Ϫ ϱ ν ϩ 事 業 3,341 3,541 ＋ 6.0 ％

建築コϱサϩτΡϱή事業 1,327 1,080 ▲ 18.6 ％

住 宅 事 業 5,485 5,419 ▲ 1.2 ％

美 容 ・ 健 康 事 業 2,547 2,277 ▲ 10.6 ％

消 去 調 整 他 ▲ 19 ▲ 9 －

合 計 15,865 15,581 ▲ 1.8 ％

̏
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ιήϟϱφ別：営業利益
ʤ単位：百万円ʥ

≫ έϨέϧ事業ͺɼ直営部門Ͷ͕けΖ売上高͹増加ͶΓΕɼ前年同期Ν上回ͮͪɽ

≫ Ϫϱνϩ事業ͺɼϛ΢ϱφ引当金͹計上等ͶΓΕɼ前年同期Ν下回ͮͪɽ
≫ 建築コϱサϩτΡϱή事業ͺɼΦコ＆ΦコͶ͕けΖ売上高͹増加ͶΓΕɼ前年同期Ν上回ͮͪɽ

≫ 住宅事業ͺɼ売上高͹減少ͳ建築資材͹高騰等ͶΓΕɼ前年同期Ν下回ͮͪɽ

≫ 美容・健康事業ͺɼ引͘続͘販売促進費等͹適正化Ͷ取Ε組Ξͫ͞ͳͲɼ前年同期Ν上回ͮͪɽ

’18.̑月期
Q̏ 実績

’19.̑月期
Q̏ 実績 増減額

έ Ϩ έ ϧ 事 業 ▲ 104
(▲ 3.3 ％)

+ 87
(+ 2.7 ％)

+ 191
(+ 6.0 pt)

Ϫ ϱ ν ϩ 事 業 + 437
(+ 13.1 ％)

+ 431
(+ 12.2 ％)

▲ 5
(▲ 0.9 pt)

建築コϱサϩτΡϱή事業 + 45
(+ 3.4 ％)

+ 49
(+ 4.5 ％)

+ 3
(+ 1.1 pt)

住 宅 事 業 ▲ 1,640
(▲ 29.9 ％)

▲ 1,765
(▲ 32.6 ％)

▲ 125
(▲ 2.7 pt)

美 容 ・ 健 康 事 業 ▲ 202
(▲ 8.0 ％)

▲ 50
(▲ 2.2 ％)

+ 152
ʤ+ 5.8 pt)

全 社 費 用 等 ▲ 296 ▲ 249 + 46

合 計 ▲ 1,760
(▲ 11.1 ％)

▲ 1,497
(▲ 9.6 ％)

+ 263
(+ 1.5 pt)

̏
※Ωッコ内͹数字ͺ売上高Ͷ対ͤΖ営業利益率Ͳͤɽ



前年同期比増加率

2018年3月期Q1 営業利益 ▲ 1,760 -

ᶅ売上総利益 + 18 + 0.3 %

ᶆ販管費͹増減

広告宣伝費及び販売促進費 ＋ 143 + 8.3 %
そ ͹ 他 販 管 費 + 49 + 2.3 %
減価償却費・͹ΗΞ償却費 + 47 + 9.6 %
地 代 家 賃 + 24 + 4.0 %
人 件 費 ▲ 16 ▲ 0.5 %
支 払 手 数 料 ▲ 2 ▲ 0.9 %

2019年3月期Q1 営業利益 ▲ 1,497 -

7

ᶅ 売上総利益͹増加理由
≫ έϨέϧ事業ͳϪϱνϩ事業Ͳ売上総利益͗増加ͪ͢͞ͳͶΓΖɽ

ᶆ 販管費͹増減理由
≫広告宣伝費及び販売促進費͹減少ͺɼ主ͶJIMOSͲ販売促進費Ν抑制ͪ͢͞ͳͶΓΖɽ

≫減価償却費・͹ΗΞ償却費͹減少ͺɼ主ͶϪΨύΤηͶ͕いͱ不採算店舗͹閉鎖Ν行ͮͪ͞ͳͶΓΖɽ

営業利益͹増減要因1
ʤ単位：百万円ʥ

※販管費͹増減額Ͷͯいͱ,+ͺ損益͹増加／▲ͺ損益͹減少

※
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2018年
3月末 構成比 2018年

6月末 構成比 増減額

流 動 資 産 22,980 54.6 % 22,840 54.7% ▲ 139
有 形 固 定 資 産 12,579 29.9 % 12,113 29.0% ▲ 466
無 形 固 定 資 産 2,782 6.6 % 2.570 6.2% ▲ 212
投 資 そ ͹ 他 ͹ 資 産 3,773 9.0 % 4,229 10.1% + 455
固 定 資 産 計 19,135 45.4 % 18,912 45.3% ▲ 222
資 産 合 計 42,115 100.0 % 41,753 100.0 % ▲ 362

流 動 負 債 20,973 49.8 % 21,105 50.5% + 132
固 定 負 債 7,027 16.7 % 7,580 18.2% + 552
負 債 合 計 28,001 66.5 % 28,686 68.7% + 685
株 主 資 本 14,873 35.3 % 13,767 33.0% ▲ 1,106
そ ͹ 他 ͹ 包 括 利 益 累 計 額 ▲ 758 ▲ 1.8 % ▲ 700 ▲ 1.7% ＋ 58
純 資 産 合 計 14,114 33.5 % 13,067 31.3% ▲ 1,047
負 債 ・ 純 資 産 合 計 42,115 100.0 % 41,753 100.0 % ▲ 362

主͵増減要因
■ 流動資産 ：未成工事支出金 +2,223 現金・預金 ▲1,809 受取手形・売掛金▲953
■ 固定資産 ： 建物及び構築物 ▲248
■ 流動負債 ：未成工事受入金+2,991 買掛金 ▲2,489
■ 固定負債 ： 長期借入金 +760 Ϩーη債務▲132
自己資本比率 ： 31.3 ％

2018年3月期 第̏四半期：連結貸借対照表
ʤ単位：百万円ʥ

̏

※ʰʲ税効果会計Ͷ係Ζ会計基準ʳ͹一部改正ʱʤ企業会計基準第28号 平成30年̐月16日ʥ等Ν当第̏四半期連結会計期間͹期首͖Δ適用͢ͱ͕Εɼ
前第̏四半期連結累計期間及び前連結会計年度Ͷ係Ζ主要͵経営指標等Ͷͯいͱͺɼ当該会計基準等Ν遡ͮͱ適用ͪ͢後͹指標等ͳ͵ͮͱ͕Εまͤɽ
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2. ιήメンφ別業績



10

0

1,000

2,000

3,000

4,000

17.3月期Ｑ1 18.3月期Ｑ1 19.3月期Ｑ1

加盟店 直営店

-500

-250

0

250

500

’17.3月期Q1 ’18.3月期Q1 ’19.3月期Q1

営業利益
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▲186 ▲104

≫ 損益面Ͳͺɼ直営部門Ͷ͕けΖ売上高͹増加ͶΓΕɼ営業利益͗前年同期比Ͳ増加

ʤ単位：百万円ʥ
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≫ 直営部門ͺɼʰέϨέϧあΞ͢Ξサϛーφʱサービη΃͹加入者数͗順調Ͷ増加͢ɼ売上高ͺ前年同期比Ͳ増加

≫ 加盟店部門ͺɼ顧客数・Ϛφϩ販売数͗伸び悩Ξͫ͞ͳͶΓΕɼ売上高ͺ前年同期比Ͳ減少
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ʤ単位：百万円ʥ
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ιήϟϱφ別業績ʤ̏ʥέϨέϧ事業 ᶆ

≫ Q1・Q3ͶτϪビCM͵ʹ͹販促費Ν増加 Q2・Q4Ͳ利益率͗高まΖ傾向

̐

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期



12

0

1,000

2,000

3,000

4,000

’17.3月期Q1 ’18.3月期Q1 ’19.3月期Q1

Πーϋηφ with ξηキϱ

0
100
200
300
400
500

’17.3月期Q1 ’18.3月期Q1 ’19.3月期Q1

営業利益

2,287

570
312

3,170

366 437

ιήϟϱφ別業績ʤ̐ʥϪϱνϩ事業 ᶅ̐

2,400

601
340

3,341

売上高

営業利益
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≫ 損益面Ͳͺɼ人件費͹増加やϛ΢ϱφ引当金͹計上ͶΓΕɼ営業利益͗前年同期比Ͳ減少

≫ ξηキϱ事業ʤξηφコϱφϫーϩ部門ʥͺɼ新規出店ͶΓΖ営業ΦϨΠ͹拡大や既存顧客΃͹深耕ͶΓΕɼ
顧客数ͳ顧客単価͗伸長͢ɼ売上高͗前年同期比Ͳ増加

≫ with事業ʤ害虫駆除部門ʥͺɼ新規出店や全国的͵販売促進活動Ν実施͢ɼ売上高͗前年同期比Ͳ増加

≫ Πーϋηφ(法人向け定期清掃サービη)ͺɼ既存顧客͖Δ͹紹介ͶΓΕ新規顧客͗増加͢ɼ売上高͗前年同期
比Ͳ増加

2,588

610
343

3,541

431

※ 当社͹連結子会社Ͳあͮͪ愛ϧ΢ϓͺɼ当社Ν存続会社ͳͤΖ吸収合併ͶΓΕ消滅ͪͪ͢Όɼ当第̏四半期連結会計期間ΓΕ連結範囲͖Δ除外͢ͱ͕Εまͤɽ
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ιήϟϱφ別業績ʤ̐ʥϪϱνϩ事業 ᶆ

≫ ̏年Ν通ͣͱ売上高・営業利益ͺ安定

̐

2018年3月期 2019年3月期
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≫ όΤύΤ販売ͲͺɼΨϨζψϩ新商品͹販売促進や取引先地場工務店΃͹サϛーφ体制Ν強化ͪ͢΍͹͹ɼ売上高
ͺ前年同期比Ͳ微減

≫ 部資材販売Ͳͺɼ改正ＦＩＴ法͹施行Ͷ伴いɼ事業計画認定͹手続͗͘煩雑化͢ɼ商品͹納期͗ͥΗ込Ξͫ͞ͳ
Ͳɼ 売上高ͺ前年同期比Ͳ大幅Ͷ減少

≫ Φコ＆ΦコͲͺɼ前期ΓΕ取Ε組ΞͲͪ͘収益構造͹改善や営業体制ɼ工程管理͹見直͢ͳいͮͪ各種施策͗奏功
͢ɼ売上高ͺ前年同期比Ͳ増加

≫ 損益面ͲͺɼΦコ＆ΦコͶ͕けΖ売上高͹増加ͳ販売管理費͹適正化ͶΓΕɼ営業利益ͺ前年同期比Ͳ増加

100

※ᶅ ιήϟϱφ内売上27百万円Ν含΋ɽ※ᶆ ιήϟϱφ内売上40百万円Ν含΋ɽ※ᶇ ιήϟϱφ内売上40百万円Ν含΋ɽ

1,247

520

476

250

※ ᶆ※ ᶅ 1,120

523

454

143
※ ᶇ
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ιήϟϱφ別業績ʤ̑ʥ建築コϱサϩτΡϱή事業 ᶆ

≫ 売上・利益ͳ΍Ͷɼ第4四半期Ͷ売上・利益͗集中ͤΖ傾向

̐

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期
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≫ ϪΨύΤηͺɼ施工Ν行う職人不足等ͶΓΕ工事͹完工ͳ引渡͗ͥ͢Η込Ξͫ͞ͳͲɼ売上高͗前年同期比Ͳ減少

≫ ζΥ΢Τッχͺɼ前期末͹受注残͗前々期Ν下回ͮͪ͞ͳͶΓΕɼ売上高͗前年同期比Ͳ減少

≫ ί΢υΡΠ΢ͺɼ首都圏Ͳ開設ͪ͢新規拠点͗営業力͹強化Ͷ繋͗Εɼ売上高͗前年同期比Ͳ大幅Ͷ増加

≫損益面Ͳͺɼ売上高͹減少ͳ東京五輪や首都圏再開発Ͷ伴う建築資材͹高騰等ͶΓΕɼ営業利益͗前年同期比Ͳ減少

ζΥ΢Τッχͳί΢υΡΠ΢ɼ
国木ύΤη͹͹ΗΞ償却費26百万円Ν当
ιήメンφͶ計上͢ͱおΕΉͤɽ

ʴ首都圏ʵ
東京 神奈川
千葉 埼玉

ʴ地方都市圏ʵ
首都圏以外

3,252

822
864

552

5,491※ᶅ

※ᶅιήϟϱφ内売上6百万円Ν含΋ɽ※ᶆιήϟϱφ内売上116百万円Ν含΋ɽ

ʤ単位：百万円ʥ

2,698

723
1,226

553

135
198

5,535

▲1,765

※ᶆ



4,376

9,012 9,725

19,822

5,485

11,730 11,127

19,148

5,535

▲ 1,543

▲ 671 ▲ 144

1,735

▲ 1,640

▲ 334
▲ 292

1,530

▲ 1,765

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

-5,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

売上高 営業利益ʤ単位：百万円ʥ ʤ単位：百万円ʥ
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≫ 住宅͹引渡͗集中ͤΖ第4四半期Ͷ売上・利益͗高まΖ傾向

ιήϟϱφ別業績ʤ̒ʥ住宅事業 ᶆ̐

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期



ϪΨύΤη店舗

ʤ～2018年3月末ʥ

18

ϪΨύΤη ： 88拠点ʤ支店：42 展示場：42 他：4ʥ
ζΥ΢Τッχ ： 10拠点ʤύΤζンήΩϓΥ：3 展示場：7ʥ
ί΢υΡΠ΢ ： 3拠点ʤ支店：3ʥ
suzukuri : 12拠点ʤ支店：11 他：1ʥ
国木ύΤη ： 2拠点ʤ支店：1ʥ

ζΥ΢Τッχ店舗

ʤ～2018年6月末ʥ

ιήϟϱφ別業績ʤ̒ʥ住宅事業 ᶇ2

全国115拠点ʤϪΨύΤη：88拠点ɼζΥ΢Τッχ：10拠点ɼί΢υΡΠ΢： 3拠点ɼsuzukuri：12拠点ɼ国木ύΤη：2拠点ʥ

ί΢υΡΠ΢店舗

ʤ～2018年6月末ʥ

Suzukuri店舗

ʤ～2018年3月末ʥ

国木ύΤη店舗

ʤ～2018年6月末ʥ

ϪΨύΤη閉鎖店舗

ʤ2018年4月～2018年6月末ʥ

ϪΨύΤη閉鎖予定店舗

(2018年6月～ʥ

suzukuri新規出店

ʤ2018年4月～2018年6月ʥ

ϪΨύΤη新規出店

ʤ 2018年4月～2018年6月ʥ
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2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

受 注 457 677 397 550 439 542 419 489 470

完 工 186 390 403 871 188 478 396 834 156

受 注 残 1,114 1,385 1,361 1,016 1,245 1,294 1,309 944 1,233

受 注 残
増 減 + 253 + 271 ▲ 24 ▲ 345 + 229 + 49 ＋15 ▲ 365 + 289

単 価 1,826万円／棟 1,792万円／棟 1,950万円／棟ʤ計画ʥ

出 店 数 2 0 0 0 5 0 0 0 1

店 舗 計 105 105 105 105 105 105 105 101 88

ιήϟϱφ別業績ʤ̒ʥ住宅事業 ᶈ

ʴϪΨύΤηʵ四半期͟ͳ͹出店数ͳ受注・完工・受注残・販売単価͹推移

ʤ単位：棟数／店舗ʥ

※1 販売単価ͺ追加・外構工事Ν除いͪ金額

̐

※1 ※1

※1 ※2 ※3

※1

※2 suzukuri΃͹ϔϧϱχοΥϱζͶΓΕ▲5
※3 不採算店統廃合ͶΓΕ▲4

※1 支店統廃合ͶΓΕ▲2

※4

※4 支店統廃合ͶΓΕ▲14
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0

1000

2000

3000

4000

’17.3月期Q1 ’18.3月期Q1 ’19.3月期Q1

そ͹他ʤベϩΦΠーʥ JIMOS

-400

-300

-200

-100

0

’17.3月期Q1 ’18.3月期Q1 ’19.3月期Q1

営業利益

▲266

ιήϟϱφ別業績ʤ̓ʥ美容・健康事業 ᶅ̐

2,528

売上高

営業利益

ʤ単位：百万円ʥ

ʤ単位：百万円ʥ

≫ 損益面Ͳͺɼ引͘続͘ɼ販売促進費͹適正化Ͷ取Ε組Ξͫ͞ͳͶΓΕɼ営業利益ͺ前年同期比Ͳ増加

JIMOSͳϗϩΦΠー͹͹ΗΞ償却費
等141百万円Ν当ιήメンφͶ計上͢ͱおΕΉͤɽ

2,557

▲202

≫ ϜキΠϪ΢ベϩͺɼ新規顧客数͗順調Ͷ増加ͪ͢΍͹͹ɼ既存顧客͹注文単価減少͗響͘ɼ売上高͗前年同期比Ͳ減少
≫ Coyoriͺɼ既存会員顧客͹継続率悪化ͳ新規顧客数͹伸び͗鈍化ͪ͢͞ͳͶΓΕɼ売上高͗前年同期比Ͳ減少

2,408

148

※ᶅιήϟϱφ内売上9百万円Ν含΋ɽ※ᶆιήϟϱφ内売上6百万円Ν含΋ɽ

※ᶅ

2,168

109
2,277※ᶆ

▲50

※通販事業͖Δ美容・健康事業Ͷ名称変更͢ͱ͕Εまͤɽ

2,528



2,528 2,493 
2,993 

2,447 2,547 2,395 
2,795 

2,376 2,277 

▲ 266
▲ 215

213
184

▲ 202

▲ 89

233 206

▲ 50

▲ 400

▲ 200

0

200

400

600

800

!(2,000!)

!(1,000!)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

売上高 営業利益ʤ単位：百万円ʥ ʤ単位：百万円ʥ

21

ιήϟϱφ別業績ʤ̓ʥ美容・健康事業 ᶆ

≫ 上期Ͷ販促費Ν増加 下期Ͷ売上高・営業利益͗高まΖ傾向
≫ ͹ΗΞ償却費Ν当ιήϟϱφͶ計上͢ͱ͕Εɼ損益面ͲͺϜ΢ψηͳ͵Ζɽ

̐

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期
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3. 2019年3月期 連結業績予想
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2019年3月期 連結業績予想3

≫ 住宅事業͹建ͱ直͢Ν軸Ͷɼ売上高・営業利益・経常利益・当期純利益ͳ΍Ͷ増加Ν見込΋ɽ

2018年3月期 実績 2019年3月期 予想 前期比

売 上 高 89,818 96,500 ＋ 7.4 ％

営 業 利 益 1,637 2,000 ＋ 22.2 ％

経 常 利 益 1,574 2,050 ＋ 30.2 ％

親会社株主Ͷ帰属ͤΖ
当 期 純 利 益 ▲ 994 600 -

年 間 配 当 18 円 34 円 -

E P S ▲ 59.15 円 35.68 円 ＋ 94.83 円

ʤ単位：百万円ʥ



■ 売上高:前期比7.4％増 965億円 ■ 営業利益:前期比22.2%増 20億円

έϨέϧ事業
έϨέϧ事業
⇒ サービη品質改善Ν通ͣたϔϧン

χ力͹向上

⇒ 幅広い顧客ωーθͶ対応͢た商品
͹提供

⇒ 夜間・土日配送͹導入

Ϫンνϩ事業
ʴξηφαンφϫーϩ商品部門ʵ
⇒ M&A戦略͹推進

⇒ φーνϩίΠサービη部門͹ΦϨΠ拡大

ʴ害虫駆除部門ʵ
⇒ 新規顧客開拓ͳ販売促進ΫャンϘーン͹実施

建築αンサϩτΡンή事業
ʴόΤύΤ・建築部材販売ʵ
⇒余剰電力買収制度͹終了ͳ国策

ͲあΖ“ϋッφ・κϫ・Φϋϩ
άー・ύΤηʤＺＥＨʥ”͹標準
化Ͷ関わΖ販売促進活動ΝよΕ
一層強化

ʴΦα＆Φαʵ
⇒ 建築部材販売部門ͳ͹連携強化

住宅事業
ʴϪΨύΤηʵ
⇒ 不採算店舗͹統廃合ͶよΖ固定費͹削減
⇒ 経営資源͹適切配分ͶよΖ収益性͹改善
⇒ 消費増税͹駆け込Ί需要Ͷ対応͢た営業体制

͹構築
ʴζΥ΢Τッχʵ
⇒ αミュωτΡΝ利用͢た強固͵基盤作Ε͹推進
ʴί΢υΡΠ΢ʵ
⇒ 首都圏Ͷ特化͢た営業戦略ͳ建築αηφ͹削減
ʴ̈́ｕｚｕｋｕ̓ｉʵ
⇒ 異業種ͳ͹提携Ν通ͣたνーΰッφ層͹拡大

24

美容・健康事業
新規顧客͹獲得

⇒ 他社ͳ͹Πϧ΢Πンη
ͶよΖ商圏ͳ購買層͹
拡大

⇒ 海外市場へ͹本格展開

2019年3月期 施策3



25

ʤ単位：百万円ʥ

2019年3月期 ιήϟϱφ別：売上高予想3

売 上 高 2018年3月期 実績 2019年3月期 予想 増減率

έ Ϩ έ ϧ 事 業 13,158 13,700 ＋ 4.1 ％

Ϫ ϱ ν ϩ 事 業 13,727 14,200 ＋ 3.4 ％

建築コϱサϩτΡϱή事業 5,383 6,300 ＋ 17.0 ％

住 宅 事 業 47,492 52,500 ＋ 10.5 ％

美 容 ・ 健 康 事 業 10,115 9,800 ▲ 3.1 ％

消 去 調 整 他 ▲ 59 - -

合 計 89,818 96,500 + 7.4 ％
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ʤ単位：百万円ʥ

※ ʤ ʥ内͹数字ͺ売上高Ͷ対ͤΖ営業利益率Ͳͤɽ

2019年3月期 ιήϟϱφ別：営業利益予想3

営 業 利 益 2018年3月期 実績 2019年3月期 予想 増減率

έ Ϩ έ ϧ 事 業 596
(4.5 %)

405
(3.0 ％)

▲ 32.1 ％
(▲ 1.5 pt)

Ϫ ϱ ν ϩ 事 業 2,021
(14.7 %)

2,000
(14.1 ％)

▲ 1.1 ％
(▲ 0.6 pt)

建築コϱサϩτΡϱή事業 775
(14.4 %)

755
(12.0 ％)

▲ 2.6 ％
(▲ 2.4 pt)

住 宅 事 業 ▲ 736
(▲ 1.6 %)

160
(0.3 ％)

-
(＋ 1.9 pt)

美 容 ・ 健 康 事 業 147
(1.5 %)

80
(0.8 ％)

▲ 45.8 %
(▲ 0.7 pt)

全 社 費 用 等
ʤ新規・M&AΝ含΋ʥ ▲ 1,166 ▲ 1,400 -

合 計 1,637
(1.8 %)

2,000
ʤ2.1 ％ʥ

＋ 22.2 ％
ʤ+ 0.3 pt)
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4 . 中期計画／配当方針
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2021年3月期Ν最終期ͳ͢た中期経営計画Ͷついͱͺɼ

現在見直͢Ν進めͱおΕΉͤɽ

事業報告 ＞ 今期͹施策 ＞ 第46期͹見通͢＞ 中期経営計画中期経営計画4
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配当方針：純資産配当率(DOE)̒％4
※ 配当性向100％以内

19 19 19 

8 

18 

0

8 

26 - 10 20 30 40
中間 期末 中間 期末 中間 期末 中間 期末

2016年3月期 2017年3月期 2019年3月期ʤ予ʥ2018年3月期

̏株あͪΕ
年間配当額 38円 27円 18円 34円

ʤ単位：円ʥ

≫ 配当方針͹ʰ連結純資産配当率4％ʱΝ基準Ͷ2019年3月期年間配当額ͺ34円͹予定ɽ
≫ 中間・期末͹支払割合ͺɼ従来͹ʰ1：1ʱ͖Δʰ1：3ʱ͹比率Ͷ変更ɽ
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5. 補足資料 会社概要ͳ事業紹介



31

商 号 株式会社ψッέʤ Nac Co., Ltd. ʥ

所 在 地 東京都新宿区西新宿一丁目25番1号 新宿ιϱνービϩ

設 立 昭和46年5月20日

代 表 者 代表取締役社長 吉村 寛

事 業 内 容
■ έϨέϧ事業：宅配水͹製造・販売
■ Ϫϱνϩ事業：ξηキϱ͹清掃用品ɼ害虫駆除器͹Ϫϱνϩɼ定期清掃業務
■ 建築コϱサϩτΡϱή事業：建築όΤύΤɼ太陽光発電εητϞ͹販売
■ 住宅事業：注文住宅͹建築請負ɼ分譲住宅͹販売及びそΗͶ付随ͤΖ金融・保険業務
■ 美容・健康事業：化粧品・健康食品・酒類等͹通信販売

連 結 子 会 社

株式会社ϪΨύΤηʤ住宅事業ʥ
株式会社Πーϋηφʤビϩϟϱτψϱη事業ʥ
株式会社 JIMOSʤ美容・健康事業ʥ
株式会社ベϩΦΠーʤ美容・健康事業ʥ
株式会社ζΥ΢Τッχʤ住宅事業ʥ
株式会社Φコ＆Φコʤ省Φϋ商材販売・工事ʥ
株式会社ί΢υΡΠ΢ʤ住宅事業ʥ
株式会社ψッέϧ΢ϓϏーφψーθʤ金融・福利厚生ʥ
株式会社国木ύΤηʤ住宅事業ʥ
株式会社suzukuriʤ住宅事業ʥ
株式会社愛ϧ΢ϓʤϪϱνϩ事業ʥ

従業員数ʤ正社員ʥ 連結2,169名ʤϏーφν΢ϜーɼΠϩώ΢φͺ除くʥ

資 本 金 40億円

発 行 済 株 式 数 18,719,250株 ʤ一単元：100株ʥ

株 主 数 13,269名ʤ自己名義株式Ν除く総株主数ʥ

ʤ2018年3月末 現在ʥ
会社概要5



’17.3月期 実績 ’18.3月期 実績 増減

期中平均発行済株式数 16,854,157 株 16,807,436 株 ▲ 46,721 株

1 株 当 Ε 純 資 産
ʤ B P S ʥ 923.41 円 839.28 円 ▲ 84.13 円

1 株 当 Ε 当 期 純 利 益
ʤ E P S ʥ 24.65 円 ▲ 59.15 円 ▲ 83.79 円

自 己 資 本 比 率 35.7 % 33.4 % ▲ 2.3 pt

自 己 資 本 純 利 益 率
ʤ R O E ʥ 2.7 % ▲ 6.7 ％ ▲ 9.4 pt

1 株 当 Ε 配 当 金 27 円 18 円 ▲ 9 円

配 当 性 向 109.5 % ▲ 30.4 % ▲ 139.9 pt

純 資 産 配 当 率 2.9 % 2.1 % ▲ 0.8 pt

32

主͵指標ʤ連結ベーηʥ経営指標͖Δ5
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1971年 5月 東京都町田市Ͷ株式会社ξηキϱ鶴川設立

1977年 8月 株式会社ψッέͶ商号変更

1995年 9月 日本証券業協会ʤ現：JASDAQʥͶ店頭登録

1997年 1月 東京証券取引所市場第二部上場

1999年 9月 東京証券取引所市場第一部指定

2001年 12月 宅配水事業ʰέϨέϧʱͶ進出

2002年 2月 連結子会社ʤ現・株式会社ϪΨύΤηʥͲ住宅事業Ͷ進出

2010年 3月 創業 40周年ɼ売上高 500億円達成

2012年 3月 株式会社 ΠーϋηφΝ子会社化

2013年 7月 株式会社 JIMOSΝ子会社化
株式会社ζΥ΢ΤッχΝ子会社化

2015年 4月 έϨέϧ本庄工場新設

2015年 9月 株式会社Φコ＆ΦコΝ子会社化

2016年 5月 株式会社ί΢υΡΠ΢Ν子会社化

2016年 12月 株式会社ベϩΦΠーΝ子会社化

2017年 4月 株式会社suzukuriͲ住宅事業Ν開始

2017年 6月 株式会社国木ύΤηΝ子会社化

2017年 9月 株式会社愛ϧ΢ϓΝ子会社化

2018年 4月 株式会社愛ϧ΢ϓΝ吸収合併

沿革5
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■ 宅配水市場売上高εΥΠNo.1※ᶅʤ加盟店ͺ全国Ͷ約600社ʥ
■ 製造本数業界No.1(約1800万本)
■ 業界初͹HACCP認証ɼecoϜーέΝ取得
■ 業界初͹研究開発専門ιϱνー設立

※ᶅ 2011 年度～2016 年度宅配水市場 販売金額ベーη (株)矢野経済研究所調΄

έϨέϧ事業

■ ξηキϱϓϧϱοャ΢θυΡーϧー売上No.1ʤ約2,000社中ʥ
■ 日本初͹厚生労働省承認 飲食店向け害虫駆除器ʰwithʱ
■ 2017年9月ΓΕξηキϱ事業Ν手͗けΖ株式会社愛ϧ΢ϓΝ子会社化
■ 2018年4月Ͷ株式会社愛ϧ΢ϓΝ吸収合併

Ϫンνϩ事業

■ ψッέ会員工務店 約6,000社
■ 地場工務店向けʰ受注促進ʱʰ原価低減ʱ支援事業
■ 太陽光発電εητϞɼηϜーφύΤη商材͵ʹ͹卸販売
■ 2015年9月ΓΕ省Φϋ商材販売・工事Ν手͗けΖ株式会社Φコ＆ΦコΝ子会社化

建築αンサϩ
τΡンή事業

■ʰϪΨύΤηʱϔϧϱχͶΓΖ注文住宅͹建築請負
■ ϪΨύΤη ’11 ’12 ’13 年度注文住宅 地域ビϩξーNo.1
■ 2013年7月ΓΕ自然素材住宅Ν手͗けΖ株式会社ζΥ΢ΤッχΝ子会社化
■ 2016年ΨϨコϱ日本顧客満足度調査ύΤηϟーΩーʤ注文住宅ʥ女性͹顧客満足度第1位

等ɼ同調査Ͳ合計̑部門Ͳ1位獲得
■ 2016年5月ΓΕ首都圏Ν中心Ͷ分譲・注文住宅Ν手͗けΖ株式会社ί΢υΡΠ΢Ν子会社化
■ 2017年4月ΓΕϜφϨッέηコϱιϕφΝ展開ͤΖ株式会社suzukuriΝ子会社化
■ 2017年6月ΓΕ北海道Ͳ住宅事業Ν展開ͤΖ株式会社国木ύΤηΝ子会社化

住宅事業

■ 2013年7月ɼ株式会社 JIMOS ͹子会社化ͶΓΕ美容・健康事業参入
■ 40～60代͹女性Ν中心Ͷɼ基礎化粧品͗主力
■ ʲ薬用έϨΠΦητϲΥーϩʳ美容液ϓΟϱυーεョϱ市場Ͳ12年連続売上 NO.1Ν獲得！
■ 2016年12月ΓΕ栄養補助食品ʤサϕϨϟϱφʥΝ手͗けΖ株式会社ベϩΦΠーΝ子会社化

美容・健康事業

各事業͹市場Ͷ͕けΖϛζεョωϱή5



21％

72％

5％

28％

έϨέϧ事業 Ϫϱνϩ事業
美容・健康事業 コϱサϩ事業

営業利益
1,637百万円

15%

15%

11%6%

53%

έϨέϧ事業 Ϫϱνϩ事業
美容・健康事業 コϱサϩ事業

売上高
89,818百万円

住宅事業
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έϨέϧ
事業

Ϫンνϩ
事業

建築ŢƅţﾙﾃｨƅｸƆ
事業

美容・健康
事業 住宅事業 全社

4.5% 14.7% 14.4% 1.5％ ▲1.6% 1.8%

売上高営業利益率 ※本社費ͺ除外͢ͱいまͤ

売上高・営業利益構成比ʤ18.3期実績ʥ5
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美容・健康事業

έϨέϧ事業

▲26％

住宅事業

έϨέϧ事業
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全国展開Ͷ向け
先 行 投 資全国展開Ͷ向け

先 行 投 資
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積 極 的 Ͷ
広 告 投 資

≫ 安定ͪ͢Ϫϱνϩͳ建築コϱサϩτΡϱήΝ基盤Ͷɼ積極的Ͷ投資Ν͢ͱ成長Ν目指͢まͤɽ
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5 ιήϟϱφ別営業利益͹推移


